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資料編 

１ 食育基本法 

食育基本法 

 （平成十七年六月十七日法律第六十三号） 

最終改正：平成二七年九月一一日法律第六六号 

 

 前文 

  第一章 総則（第一条―第十五条） 

  第二章 食育推進基本計画等（第十六条―第十八条） 

  第三章 基本的施策（第十九条―第二十五条） 

  第四章 食育推進会議等（第二十六条―第三十三条） 

  附則 

  

 二十一世紀における我が国の発展のためには、子どもたちが健全な心と身体を培い、未来や国際

社会に向かって羽ばたくことができるようにするとともに、すべての国民が心身の健康を確保し、

生涯にわたって生き生きと暮らすことができるようにすることが大切である。 

 子どもたちが豊かな人間性をはぐくみ、生きる力を身に付けていくためには、何よりも「食」が

重要である。今、改めて、食育を、生きる上での基本であって、知育、徳育及び体育の基礎となる

べきものと位置付けるとともに、様々な経験を通じて「食」に関する知識と「食」を選択する力を

習得し、健全な食生活を実践することができる人間を育てる食育を推進することが求められている。

もとより、食育はあらゆる世代の国民に必要なものであるが、子どもたちに対する食育は、心身の

成長及び人格の形成に大きな影響を及ぼし、生涯にわたって健全な心と身体を培い豊かな人間性を

はぐくんでいく基礎となるものである。 

 一方、社会経済情勢がめまぐるしく変化し、日々忙しい生活を送る中で、人々は、毎日の「食」

の大切さを忘れがちである。国民の食生活においては、栄養の偏り、不規則な食事、肥満や生活習

慣病の増加、過度の痩身志向などの問題に加え、新たな「食」の安全上の問題や、「食」の海外へ

の依存の問題が生じており、「食」に関する情報が社会に氾濫する中で、人々は、食生活の改善の

面からも、「食」の安全の確保の面からも、自ら「食」のあり方を学ぶことが求められている。ま

た、豊かな緑と水に恵まれた自然の下で先人からはぐくまれてきた、地域の多様性と豊かな味覚や

文化の香りあふれる日本の「食」が失われる危機にある。 

 こうした「食」をめぐる環境の変化の中で、国民の「食」に関する考え方を育て、健全な食生活

を実現することが求められるとともに、都市と農山漁村の共生・対流を進め、「食」に関する消費

者と生産者との信頼関係を構築して、地域社会の活性化、豊かな食文化の継承及び発展、環境と調

和のとれた食料の生産及び消費の推進並びに食料自給率の向上に寄与することが期待されている。 

 国民一人一人が「食」について改めて意識を高め、自然の恩恵や「食」に関わる人々の様々な活

動への感謝の念や理解を深めつつ、「食」に関して信頼できる情報に基づく適切な判断を行う能力

を身に付けることによって、心身の健康を増進する健全な食生活を実践するために、今こそ、家庭、

学校、保育所、地域等を中心に、国民運動として、食育の推進に取り組んでいくことが、我々に課

せられている課題である。さらに、食育の推進に関する我が国の取組が、海外との交流等を通じて

食育に関して国際的に貢献することにつながることも期待される。 

 ここに、食育について、基本理念を明らかにしてその方向性を示し、国、地方公共団体及び国民

の食育の推進に関する取組を総合的かつ計画的に推進するため、この法律を制定する。 

 

 

   第一章 総則  

（目的）  

第一条 この法律は、近年における国民の食生活をめぐる環境の変化に伴い、国民が生涯にわたっ

て健全な心身を培い、豊かな人間性をはぐくむための食育を推進することが緊要な課題となって

いることにかんがみ、食育に関し、基本理念を定め、及び国、地方公共団体等の責務を明らかに

するとともに、食育に関する施策の基本となる事項を定めることにより、食育に関する施策を総

合的かつ計画的に推進し、もって現在及び将来にわたる健康で文化的な国民の生活と豊かで活力

74



75 

 

ある社会の実現に寄与することを目的とする。 

（国民の心身の健康の増進と豊かな人間形成） 

第二条 食育は、食に関する適切な判断力を養い、生涯にわたって健全な食生活を実現することに

より、国民の心身の健康の増進と豊かな人間形成に資することを旨として、行われなければなら

ない。 

（食に関する感謝の念と理解） 

第三条 食育の推進に当たっては、国民の食生活が、自然の恩恵の上に成り立っており、また、食

に関わる人々の様々な活動に支えられていることについて、感謝の念や理解が深まるよう配慮さ

れなければならない。 

（食育推進運動の展開） 

第四条 食育を推進するための活動は、国民、民間団体等の自発的意思を尊重し、地域の特性に配

慮し、地域住民その他の社会を構成する多様な主体の参加と協力を得るものとするとともに、そ

の連携を図りつつ、あまねく全国において展開されなければならない。 

（子どもの食育における保護者、教育関係者等の役割） 

第五条 食育は、父母その他の保護者にあっては、家庭が食育において重要な役割を有しているこ

とを認識するとともに、子どもの教育、保育等を行う者にあっては、教育、保育等における食育

の重要性を十分自覚し、積極的に子どもの食育の推進に関する活動に取り組むこととなるよう、

行われなければならない。 

（食に関する体験活動と食育推進活動の実践） 

第六条 食育は、広く国民が家庭、学校、保育所、地域その他のあらゆる機会とあらゆる場所を利

用して、食料の生産から消費等に至るまでの食に関する様々な体験活動を行うとともに、自ら食

育の推進のための活動を実践することにより、食に関する理解を深めることを旨として、行われ

なければならない。 

（伝統的な食文化、環境と調和した生産等への配意及び農山漁村の活性化と食料自給率の向上への

貢献） 

第七条 食育は、我が国の伝統のある優れた食文化、地域の特性を生かした食生活、環境と調和の

とれた食料の生産とその消費等に配意し、我が国の食料の需要及び供給の状況についての国民の

理解を深めるとともに、食料の生産者と消費者との交流等を図ることにより、農山漁村の活性化

と我が国の食料自給率の向上に資するよう、推進されなければならない。 

（食品の安全性の確保等における食育の役割） 

第八条 食育は、食品の安全性が確保され安心して消費できることが健全な食生活の基礎であるこ

とにかんがみ、食品の安全性をはじめとする食に関する幅広い情報の提供及びこれについての意

見交換が、食に関する知識と理解を深め、国民の適切な食生活の実践に資することを旨として、

国際的な連携を図りつつ積極的に行われなければならない。 

（国の責務） 

第九条 国は、第二条から前条までに定める食育に関する基本理念（以下「基本理念」という。）

にのっとり、食育の推進に関する施策を総合的かつ計画的に策定し、及び実施する責務を有する。 

（地方公共団体の責務） 

第十条 地方公共団体は、基本理念にのっとり、食育の推進に関し、国との連携を図りつつ、その

地方公共団体の区域の特性を生かした自主的な施策を策定し、及び実施する責務を有する。 

（教育関係者等及び農林漁業者等の責務） 

第十一条 教育並びに保育、介護その他の社会福祉、医療及び保健（以下「教育等」という。）に

関する職務に従事する者並びに教育等に関する関係機関及び関係団体（以下「教育関係者等」と

いう。）は、食に関する関心及び理解の増進に果たすべき重要な役割にかんがみ、基本理念にの

っとり、あらゆる機会とあらゆる場所を利用して、積極的に食育を推進するよう努めるとともに、

他の者の行う食育の推進に関する活動に協力するよう努めるものとする。 

２ 農林漁業者及び農林漁業に関する団体（以下「農林漁業者等」という。）は、農林漁業に関す

る体験活動等が食に関する国民の関心及び理解を増進する上で重要な意義を有することにかん

がみ、基本理念にのっとり、農林漁業に関する多様な体験の機会を積極的に提供し、自然の恩恵

と食に関わる人々の活動の重要性について、国民の理解が深まるよう努めるとともに、教育関係

者等と相互に連携して食育の推進に関する活動を行うよう努めるものとする。 

（食品関連事業者等の責務） 

第十二条 食品の製造、加工、流通、販売又は食事の提供を行う事業者及びその組織する団体（以

下「食品関連事業者等」という。）は、基本理念にのっとり、その事業活動に関し、自主的かつ

積極的に食育の推進に自ら努めるとともに、国又は地方公共団体が実施する食育の推進に関する
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施策その他の食育の推進に関する活動に協力するよう努めるものとする。 

（国民の責務） 

第十三条 国民は、家庭、学校、保育所、地域その他の社会のあらゆる分野において、基本理念に

のっとり、生涯にわたり健全な食生活の実現に自ら努めるとともに、食育の推進に寄与するよう

努めるものとする。 

（法制上の措置等） 

第十四条 政府は、食育の推進に関する施策を実施するため必要な法制上又は財政上の措置その他

の措置を講じなければならない。 

（年次報告） 

第十五条 政府は、毎年、国会に、政府が食育の推進に関して講じた施策に関する報告書を提出し

なければならない。 

 

   第二章 食育推進基本計画等  

（食育推進基本計画  

第十六条 食育推進会議は、食育の推進に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るため、食育

推進基本計画を作成するものとする。 

２ 食育推進基本計画は、次に掲げる事項について定めるものとする。 

一 食育の推進に関する施策についての基本的な方針 

二 食育の推進の目標に関する事項 

三 国民等の行う自発的な食育推進活動等の総合的な促進に関する事項 

四 前三号に掲げるもののほか、食育の推進に関する施策を総合的かつ計画的に推進するために

必要な事項 

３ 食育推進会議は、第一項の規定により食育推進基本計画を作成したときは、速やかにこれを内

閣総理大臣に報告し、及び関係行政機関の長に通知するとともに、その要旨を公表しなければな

らない。 

４ 前項の規定は、食育推進基本計画の変更について準用する。 

（都道府県食育推進計画） 

第十七条 都道府県は、食育推進基本計画を基本として、当該都道府県の区域内における食育の推

進に関する施策についての計画（以下「都道府県食育推進計画」という。）を作成するよう努め

なければならない。 

２ 都道府県（都道府県食育推進会議が置かれている都道府県にあっては、都道府県食育推進会議）

は、都道府県食育推進計画を作成し、又は変更したときは、速やかに、その要旨を公表しなけれ

ばならない。 

（市町村食育推進計画） 

第十八条 市町村は、食育推進基本計画（都道府県食育推進計画が作成されているときは、食育推

進基本計画及び都道府県食育推進計画）を基本として、当該市町村の区域内における食育の推進

に関する施策についての計画（以下「市町村食育推進計画」という。）を作成するよう努めなけ

ればならない。 

２ 市町村（市町村食育推進会議が置かれている市町村にあっては、市町村食育推進会議）は、市

町村食育推進計画を作成し、又は変更したときは、速やかに、その要旨を公表しなければならな

い。 

 

   第三章 基本的施策 

（家庭における食育の推進） 

第十九条 国及び地方公共団体は、父母その他の保護者及び子どもの食に対する関心及び理解を深

め、健全な食習慣の確立に資するよう、親子で参加する料理教室その他の食事についての望まし

い習慣を学びながら食を楽しむ機会の提供、健康美に関する知識の啓発その他の適切な栄養管理

に関する知識の普及及び情報の提供、妊産婦に対する栄養指導又は乳幼児をはじめとする子ども

を対象とする発達段階に応じた栄養指導その他の家庭における食育の推進を支援するために必

要な施策を講ずるものとする。 

（学校、保育所等における食育の推進） 

第二十条 国及び地方公共団体は、学校、保育所等において魅力ある食育の推進に関する活動を効

果的に促進することにより子どもの健全な食生活の実現及び健全な心身の成長が図られるよう、

学校、保育所等における食育の推進のための指針の作成に関する支援、食育の指導にふさわしい

教職員の設置及び指導的立場にある者の食育の推進において果たすべき役割についての意識の
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啓発その他の食育に関する指導体制の整備、学校、保育所等又は地域の特色を生かした学校給食

等の実施、教育の一環として行われる農場等における実習、食品の調理、食品廃棄物の再生利用

等様々な体験活動を通じた子どもの食に関する理解の促進、過度の痩身又は肥満の心身の健康に

及ぼす影響等についての知識の啓発その他必要な施策を講ずるものとする。 

（地域における食生活の改善のための取組の推進） 

第二十一条 国及び地方公共団体は、地域において、栄養、食習慣、食料の消費等に関する食生活

の改善を推進し、生活習慣病を予防して健康を増進するため、健全な食生活に関する指針の策定

及び普及啓発、地域における食育の推進に関する専門的知識を有する者の養成及び資質の向上並

びにその活用、保健所、市町村保健センター、医療機関等における食育に関する普及及び啓発活

動の推進、医学教育等における食育に関する指導の充実、食品関連事業者等が行う食育の推進の

ための活動への支援等必要な施策を講ずるものとする。 

（食育推進運動の展開） 

第二十二条 国及び地方公共団体は、国民、教育関係者等、農林漁業者等、食品関連事業者等その

他の事業者若しくはその組織する団体又は消費生活の安定及び向上等のための活動を行う民間

の団体が自発的に行う食育の推進に関する活動が、地域の特性を生かしつつ、相互に緊密な連携

協力を図りながらあまねく全国において展開されるようにするとともに、関係者相互間の情報及

び意見の交換が促進されるよう、食育の推進に関する普及啓発を図るための行事の実施、重点的

かつ効果的に食育の推進に関する活動を推進するための期間の指定その他必要な施策を講ずる

ものとする。 

２ 国及び地方公共団体は、食育の推進に当たっては、食生活の改善のための活動その他の食育の

推進に関する活動に携わるボランティアが果たしている役割の重要性にかんがみ、これらのボラ

ンティアとの連携協力を図りながら、その活動の充実が図られるよう必要な施策を講ずるものと

する。 

（生産者と消費者との交流の促進、環境と調和のとれた農林漁業の活性化等） 

第二十三条 国及び地方公共団体は、生産者と消費者との間の交流の促進等により、生産者と消費

者との信頼関係を構築し、食品の安全性の確保、食料資源の有効な利用の促進及び国民の食に対

する理解と関心の増進を図るとともに、環境と調和のとれた農林漁業の活性化に資するため、農

林水産物の生産、食品の製造、流通等における体験活動の促進、農林水産物の生産された地域内

の学校給食等における利用その他のその地域内における消費の促進、創意工夫を生かした食品廃

棄物の発生の抑制及び再生利用等必要な施策を講ずるものとする。 

（食文化の継承のための活動への支援等） 

第二十四条 国及び地方公共団体は、伝統的な行事や作法と結びついた食文化、地域の特色ある食

文化等我が国の伝統のある優れた食文化の継承を推進するため、これらに関する啓発及び知識の

普及その他の必要な施策を講ずるものとする。 

（食品の安全性、栄養その他の食生活に関する調査、研究、情報の提供及び国際交流の推進） 

第二十五条 国及び地方公共団体は、すべての世代の国民の適切な食生活の選択に資するよう、国

民の食生活に関し、食品の安全性、栄養、食習慣、食料の生産、流通及び消費並びに食品廃棄物

の発生及びその再生利用の状況等について調査及び研究を行うとともに、必要な各種の情報の収

集、整理及び提供、データベースの整備その他食に関する正確な情報を迅速に提供するために必

要な施策を講ずるものとする。 

２ 国及び地方公共団体は、食育の推進に資するため、海外における食品の安全性、栄養、食習慣

等の食生活に関する情報の収集、食育に関する研究者等の国際的交流、食育の推進に関する活動

についての情報交換その他国際交流の推進のために必要な施策を講ずるものとする。 

 

   第四章 食育推進会議等 

（食育推進会議の設置及び所掌事務） 

第二十六条 内閣府に、食育推進会議を置く。 

２ 食育推進会議は、次に掲げる事務をつかさどる。 

一 食育推進基本計画を作成し、及びその実施を推進すること。 

二 前号に掲げるもののほか、食育の推進に関する重要事項について審議し、及び食育の推進に

関する施策の実施を推進すること。 

（組織） 

第二十七条 食育推進会議は、会長及び委員二十五人以内をもって組織する。 

（会長） 

第二十八条 会長は、内閣総理大臣をもって充てる。 
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２ 会長は、会務を総理する。 

３ 会長に事故があるときは、あらかじめその指名する委員がその職務を代理する。 

（委員） 

第二十九条 委員は、次に掲げる者をもって充てる。 

一 内閣府設置法（平成十一年法律第八十九号）第九条第一項に規定する特命担当大臣であって、

同項の規定により命を受けて同法第四条第一項第十八号に掲げる事項に関する事務及び同条

第三項第二十七号の三 に掲げる事務を掌理するもの（次号において「食育担当大臣」という。） 

二 食育担当大臣以外の国務大臣のうちから、内閣総理大臣が指定する者 

三 食育に関して十分な知識と経験を有する者のうちから、内閣総理大臣が任命する者 

２ 前項第三号の委員は、非常勤とする。 

（委員の任期） 

第三十条 前条第一項第三号の委員の任期は、二年とする。ただし、補欠の委員の任期は、前任者

の残任期間とする。 

２ 前条第一項第三号の委員は、再任されることができる。 

（政令への委任） 

第三十一条 この章に定めるもののほか、食育推進会議の組織及び運営に関し必要な事項は、政令

で定める。 

（都道府県食育推進会議） 

第三十二条 都道府県は、その都道府県の区域における食育の推進に関して、都道府県食育推進計

画の作成及びその実施の推進のため、条例で定めるところにより、都道府県食育推進会議を置く

ことができる。 

２ 都道府県食育推進会議の組織及び運営に関し必要な事項は、都道府県の条例で定める。 

（市町村食育推進会議） 

第三十三条 市町村は、その市町村の区域における食育の推進に関して、市町村食育推進計画の作

成及びその実施の推進のため、条例で定めるところにより、市町村食育推進会議を置くことがで

きる。 

２ 市町村食育推進会議の組織及び運営に関し必要な事項は、市町村の条例で定める。 

 

   附 則 抄 

（施行期日） 

第一条 この法律は、公布の日から起算して一月を超えない範囲内において政令で定める日から施

行する。 

 

   附 則 （平成二一年六月五日法律第四九号） 抄 

（施行期日） 

第一条 この法律は、消費者庁及び消費者委員会設置法（平成二十一年法律第四十八号）の施行の

日から施行する。 

 

   附 則 （平成二七年九月一一日法律第六六号） 抄 

（施行期日） 

第一条 この法律は、平成二十八年四月一日から施行する。ただし、次の各号に掲げる規定は、当

該各号に定める日から施行する。 

一 附則第七条の規定 公布の日 

（食育基本法の一部改正に伴う経過措置） 

第四条 この法律の施行の際現に第二十五条の規定による改正前の食育基本法第二十六条第一項

の規定により置かれている食育推進会議は、第二十五条の規定による改正後の食育基本法第二十

六条第一項の規定により置かれる食育推進会議となり、同一性をもって存続するものとする。 

（政令への委任） 

第七条 附則第二条から前条までに定めるもののほか、この法律の施行に関し必要な経過措置は、

政令で定める。 
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２ 食育推進に関する市民アンケート調査 
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３ 守山市健康づくり推進協議会 委員名簿 

（敬称略） 

所 属 氏 名 委 員 

滋賀医科大学アジア疫学研究センター 

・社会医学講座公衆衛生学部門 特任准教授 
◎門田 文 第１号委員 

京都華頂大学現代家政学部 教授 ○堀越 昌子 第１号委員 

一般社団法人 守山野洲医師会 福田 正悟 第２号委員 

一般社団法人 草津栗東守山野洲歯科医師会 横山 章 第２号委員 

守山野洲薬剤師会 森 篤子 第２号委員 

守山商工会議所 田中 豊彦 第２号委員 

公益社団法人 滋賀県栄養士会 市木 圭子 第２号委員 

守山市自治連合会 高橋 勝美 第２号委員 

守山市民生委員児童委員協議会 奥野 貞夫 第２号委員 

守山市健康推進員連絡協議会 坂田 眞弓 第２号委員 

守山市老人クラブ連合会 山崎 清 第２号委員 

守山市スポーツ推進委員会 真鍋 敏美 第２号委員 

守山市身体障害者連合会 北村 清子 第２号委員 

滋賀県南部健康福祉事務所 北川 信一郎 第３号委員 

一般公募市民 土井 國芳 第４号委員 

一般公募市民 波多野 康子 第４号委員 

グンゼ株式会社守山工場 姫田 拓也 第５号委員 

おうみ冨士農業協同組合 

（ﾌｧｰﾏｰｽﾞ･ﾏｰｹｯﾄおうみんち） 
川端 均 第５号委員 

◎委員長 ○職務代理者 
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４ 用語の説明 

か行  

【花卉
か き

】 

 観賞用に栽培する美しい花をつける植

物の総称です。 

 

【環境こだわり農産物】 

 化学合成農薬および化学肥料（窒素成

分）の使用量を通常使用量の半分以下に

削減するとともに、泥水の流出防止など

琵琶湖をはじめとする環境への負荷を軽

減する技術で生産されたものとして滋賀

県が認証した農産物です。 

 

【官産学連携】 

 政府・地方公共団体などの「官」、民

間企業などの「産」、大学などの教育機

関・研究機関である「学」が連携するこ

とです。 

 

【QOL】 

  Quality Of Life の略で、「生活の質」

「人生の質」などと訳されます。その人

がその人らしく人生を送り、幸福で満足

した人生を送っているかということを尺

度として捉えた概念です。 

 

【共食】 

  誰かと食事をともにすることです。 

 

【グリーンツーリズム】 

 農山漁村地域において自然、文化、人々

との交流を楽しむ滞在型の余暇活動です。 

 

【欠食】 

  食事をとらないことです。 

 食事回数を減らすと体内での脂肪蓄積

が進み、メタボリックシンドロームの危

険性が高まります。また、全体の食事量

が減るため、必要な栄養が不足するなど

して身体には負担がかかります。 

 特に朝食は、夜間に低下した血糖値や

体温を活動に必要なレベルにまで上昇さ

せ、脳や身体に栄養をめぐらせることで 

全身を覚醒させ、運転や学習、仕事など

に必要な集中力を高める役割があります。 

 身体への負担、作業の効率化、移動時

の安全などのためにも欠食は避けること

が大切です。 

 

【健康寿命】 

  日常的に介護を必要としないで自立し

た生活ができる生存期間のことです。 

 

【口腔】 

  口から喉までの空間で、歯や歯肉、舌

などの口の中全体を表すのに使われま

す。口腔機能は、「咀嚼（かみ砕く）、

嚥下（飲み込む）、発音、唾液の分泌」

などに関わり、その役割を大別すると、

「①食べる、②話す」となります。 

  口腔機能が低下すると、食べ物の種類

が制限されるので、栄養の偏りやエネル

ギー不足になりがちで、その結果、筋力

や免疫力の低下が起こります。筋力が落

ちると運動機能が低下し、免疫力が低下

すると病気にかかりやすくなります。 

 

【こ食】 

 現代の食生活において問題視されるさ

まざまな食行動について、「コショク」

という同一の読み方で表したものです。

「孤食（一人きりで食事をすること）」、

「個食（家族でそれぞれ別のメニューの

食事をすること）」、「固食（食事のメ

ニューが固定化し、決まったものしか食

べないこと）」、「濃食（味の濃いもの

ばかりを食べること）」、「小食（少し

しか食べないこと）」、「粉食（小麦粉

を主体としたパンや麺などに偏った食事

をすること）」、「子食（子どもだけで

食事をすること）」などがあり、本計画

ではこれらの総じて「こ食」と表記して

います。 

 

さ行  

【CKD】 

  慢性腎臓病のことです。腎臓の働き 
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 （GFR）が健康な人の 60％以下に低下

する（GFR が 60mℓ/分/1.73 ㎡未満）

か、あるいはタンパク尿が出るといった

腎臓の異常が続く状態をいいます。放置

することで、末期腎不全へ進行し、人工

透析や腎移植を受けなければ生きられな

くなることもあります。 

  糖尿病などの生活習慣病や、メタボリ

ックシンドロームとの関連が深く、心筋

梗塞や脳卒中といった心血管疾患の重大

な危険因子になります。 

 

【食育】 

  食育基本法では、食育を次のように位 

置づけています。 

  ①生きる上での基本であって、知育、

徳育および体育の基礎となるべきも

の 

  ②さまざまな経験を通じて「食」に関

する知識と「食」を選択する力を習

得し、健全な食生活を実践すること

ができる人間を育てること 

 

【食育基本法】 

  国民が健全な心身を培い、豊かな人間

性を育むため、食育に関する施策を総合

的かつ計画的に推進することなどを目的

に、平成 17 年６月 10 日に成立し、同

年７月 15 日に施行されました。 

 

【食品ロス】 

  食品使用量のうち食品の食べ残しおよ

び廃棄されたもののことです。 

 

【生活習慣病】 

  食生活や運動、休養、喫煙、飲酒など

の生活習慣が、その発症や進行に大きく

関与する慢性の病気のことで、高血圧、

脳卒中、心臓病、糖尿病、脂質異常症、

悪性新生物などの他、肥満など別の生活

習慣病の要因となる生活習慣病がありま

す。それまでは加齢に着目して行政用語

として用いられてきた「成人病」を、生

活習慣という要素に着目して捉え直し、

平成８年に「生活習慣病」という名称を

用いるようになりました。 

 

 

た行  

【地産地消】 

「地域生産、地域消費」の略で、地元

で採れた生産物を、地元で消費すること

です。 

消費者と生産者の距離が近いため、鮮

度がよい旬の食べ物を食べられる、地域

の伝統的食文化の維持と継承につながる、

輸送時の CO2が削減できるなどといった

メリットがあります。 

 

【特定健康診査】 

 厚生労働省により、平成 20 年４月か

ら実施が義務付けられた内臓脂肪型肥満

に着目した健康診査のことで、40～74

歳までの公的医療保険加入者全員が対象

となります。糖尿病や脳卒中、心筋梗塞

などの生活習慣病の発症や重症化を予防

することを目的に、内臓脂肪症候群（メ

タボリックシンドローム）に着目し、こ

の該当者および予備群を減少させるため

の特定保健指導を必要とする人を、的確

に抽出するために行うものです。 

 

【特定保健指導】 

 内臓脂肪症候群（メタボリックシンド

ローム）の診断基準に沿って複数のリス

クを持つ受診者に対しては、医師、保健

師、管理栄養士などによる特定保健指導

が行われます。病気の人を拾い上げるの

ではなく、これから病気になりそうな人

を抽出して医療関係者が早期に介入する

ことが主眼となっています。特定保健指

導の内容は、受診者の状態に応じて、対

面や電話、電子メールによる動機付け支

援（原則 1 回の指導）、積極的支援（3

か月から 6 か月の継続的な指導）となっ

ています。 

 

な行  

【中食】 

  惣菜や弁当といった外で調理された食

事を買ってきて家で食べること、あるい

はその食品のことです。 

  その他、レストランなどでの食事は「外

食」、家で調理した食事は「内食
うちしょく

」とい

います。 
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【内臓脂肪症候群（メタボリックシンドロ

ーム）】 

  内臓脂肪型肥満を共通の要因として高

血糖、脂質異常、高血圧が引き起こされ

る状態で、それぞれが重複した場合は命

に関わる病気を招くこともあります。た

だし、食べ過ぎや運動不足など、悪い生

活習慣の積み重ねが原因となって起こる

ため、生活習慣の改善によって、予防・

改善ができます。 

 

【日本型食生活】 

 昭和 50 年代ごろの食生活のことで、

ごはんを主食としながら、主菜（肉・魚・

卵・大豆製品を主としたおかず）・副菜

（野菜・海藻類などを主としたおかず）

に加え、適度に牛乳・乳製品や果物が加

わった、栄養バランスのとれた食事です。

日本が世界有数の長寿国である理由は、

こうした優れた食事内容にあるといわれ

ています。 

 

は行  

【ブルーツーリズム】 

 島や沿海部の地域において自然、文化、

人々との交流を楽しむ滞在型の余暇活動

です。 

 

【圃場
ほじょう

】 

  作物を栽培する田畑のことです。 

 

ら行  

【ライフスタイル】 

 生活の様式・営み方、または人生観・

価値観・習慣などを含めた個人の生き方

をいいます。 

 

【ライフステージ】 

 人が生まれてから死ぬまでの各段階の

ことをいいます。年齢によって乳幼児期、

少年期、青年期、壮年期、高齢期などに

区分されます。 

 

【６次産業】 

 農業や水産業などの第１次産業が、食

品加工（第２次産業）・流通販売（第３

次産業）にも業務展開している経営形態 

を表すことばです。 

 第１次産業、第２産業、第３次産業の

それぞれの数字を足し算（掛け算）した

数字が６であることが名前の由来になっ

ています。 

 

わ行  

【和食】 

 平成 25 年 12 月、「自然を尊ぶ」と

いう日本人の気質に基づいた「食」に関

する「習わし」を、「和食；日本人の伝

統的な食文化」と題して、ユネスコ無形

文化遺産に登録されました。 

 その際、「和食」の特徴を次のように

示しました。 

①多様で新鮮な食材とその持ち味の尊重  

②健康的な食生活を支える栄養バランス 

③自然の美しさや季節の移ろいの表現 

④正月などの年中行事との密接な関わり 
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